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と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
欠
陥
概
念
に
お
い
て
、
既
に
「
製
造
物
を
引
き
渡
し
た
時
期
〔
か
ら
被
害
が
生
ず
る
ま
で
に
経
過
す

環
境
民
事
差
止
訴
訟
の
現
代
的
課
題

ｌ
予
防
的
科
学
訴
訟
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
法
私
法
一
体
化
論
を
大
塚
直

中
心
と
し
て
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（
１
▲
）

㈹
民
事
差
止
訴
訟
に
つ
い
て
の
判
例
、
学
説
の
状
況
及
び
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
既
に
各
所
で
記
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で

導
か
れ
た
結
論
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
に
お
け
る
差
止
訴
訟
の
根
拠
は
、
側
権
利
侵
害
の
場
合
の
権
利
構
成
、
側
利
益
侵
害
の
場
合
の
不
法

行
為
講
成
、
御
個
人
の
利
益
に
基
づ
か
な
い
場
合
の
（
立
法
に
よ
る
）
団
体
訴
訟
に
三
分
さ
れ
、
伽
は
違
法
行
為
の
市
民
に
よ
る
監
視
（
行

政
に
よ
る
執
行
の
欠
銭
の
是
正
）
を
目
的
と
す
る
。

差
止
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
淡
路
先
生
も
、
近
時
、
椎
利
侵
害
と
不
法
行
為
の
複
合
構
造
説
を
支
持
さ
れ
て
い
を
狸
、
筆
者
も
上
記
㈹
、

（
の
。
）

㈹
に
つ
い
て
こ
の
見
解
を
採
用
す
る
。
複
合
構
造
説
に
対
し
て
は
一
つ
の
根
拠
が
示
き
れ
な
い
と
の
溌
論
が
あ
る
が
、
一
つ
の
理
由
だ
け

で
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
理
解
し
難
い
ド
グ
マ
で
あ
り
、
批
判
に
な
っ
て
い
な
い
と
思
わ
池
建
。

面
倒
環
境
民
事
差
止
訴
訟
に
つ
い
て
の
現
代
的
課
題
と
し
て
は
何
が
挙
げ
ら
れ
る
か
。

趣
第
一
は
、
環
境
利
益
、
景
観
利
益
に
基
づ
く
差
止
訴
訟
の
法
理
の
探
求
で
あ
る
。
国
立
景
観
訴
訟
を
め
ぐ
り
法
学
界
で
も
大
い
に
議
論

題
さ
れ
、
私
も
そ
の
中
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
差
止
の
根
拠
に
関
す
る
前
記
の
立
場
か
ら
は
、
環
境
利
益
、
景
観
利
益
の
一
部
の
ヶ

課的
－
ス
で
は
不
法
行
為
構
成
が
活
用
で
き
よ
》
孔

唖
第
二
に
、
近
時
、
携
帯
電
話
の
鉄
塔
、
感
染
症
研
究
所
、
原
子
力
発
電
所
、
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
建
殺
・
操
業
に
対
す
る
差
止
訴
訟

代燕
が
争
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
種
々
の
科
学
的
不
確
実
性
を
伴
っ
て
い
る
点
に
勝
質
が
あ
り
、
「
予
防
的
科
学
訴

轆
訟
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
従
来
差
止
の
要
件
と
し
て
は
、
侵
害
発
生
の
高
度
の
蓋
然
性
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

止潅
こ
れ
ら
の
訴
訟
は
こ
の
要
件
が
必
ず
し
も
満
た
さ
れ
な
い
点
に
特
色
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
訴
訟
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
法
理
を
用
い
る

猟

・
べ
き
か
は
、
現
代
の
奨
境
民
事
訴
訟
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四三二一

一
・
は
じ
め
・
に

予
防
的
科
学
訴
訟
と
し
て
の
差
止
脈
訟

公
法
私
法
の
一
体
化
鯖
の
展
開
Ｉ
ド
イ
ツ
法
導
入
の
可
否

結
び
に
代
え
て

は
じ
め
に
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環境民事差止脈舩の現代的課題（大塚直）

（
句
ｇ
）

錐
者
は
前
に
予
防
的
科
学
訴
訟
に
つ
い
て
も
執
筆
し
た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
二
○
二
年
に
発
生
し
た

福
島
第
一
原
発
事
故
を
経
た
後
の
原
発
差
止
訴
訟
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
ほ
か
、
筆
者
の
い
う
「
不
合
理
な
リ
ス
ク
」
の
内
容
に

つ
い
て
一
歩
進
め
、
ま
た
、
予
防
的
科
学
訴
訟
と
し
て
の
差
止
訴
訟
と
一
般
の
差
止
訴
訟
と
の
要
件
・
効
果
の
相
違
に
つ
い
て
よ
り
明
確

に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

以
下
で
は
、
予
防
的
科
学
訴
訟
（
二
）
、
公
法
私
法
の
一
体
化
論
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
導
入
の
可
否
（
三
）
に
つ
い
て
触
れ
、
最
後
に
、

残
さ
れ
た
課
題
、
公
法
私
法
一
体
化
論
と
公
私
協
働
論
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
（
四
）
。

（
１
）
股
近
の
も
の
と
し
て
、
大
塚
直
「
冤
境
騨
訟
と
差
止
の
法
理
』
民
法
学
に
お
け
る
法
と
政
策
（
平
井
宜
雄
先
生
古
稀
記
念
）
（
二
○
○
七
）
七

○
一
頁
以
下
、
同
『
差
止
根
拠
鯰
の
新
展
開
に
つ
い
て
」
企
業
法
の
変
遷
（
前
田
脈
先
生
喜
寿
記
念
）
（
二
○
○
九
）
、
同
「
公
害
・
環
境
分
野
で
の

民
事
差
止
訴
訟
と
団
体
詐
訟
Ｉ
フ
ラ
ン
ス
法
の
動
向
と
日
本
法
の
検
討
」
変
動
す
る
日
本
社
会
と
法
（
加
藤
一
郎
先
生
追
悼
識
文
集
）
（
二
○
一

二
六
二
三
頁
以
下
。
一
九
九
○
年
ま
で
の
検
肘
と
し
て
、
同
「
生
活
妨
害
の
差
止
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
脚
～
③
」
法
協
一
○
三
巻
四
号
・
六

号
・
八
号
・
二
号
、
一
○
四
巻
二
号
・
九
号
、
一
○
七
巻
三
号
・
四
号
（
一
九
八
六
～
九
○
）
。

（
２
）
淡
路
剛
久
「
不
法
行
為
法
に
お
け
る
『
権
利
保
障
』
と
『
加
害
行
為
の
抑
止
』
１
フ
ラ
ン
ス
ー
カ
タ
ラ
草
案
を
契
機
と
し
て
」
変
動
す
る
日

・
本
社
会
と
法
（
加
藤
一
郎
先
生
追
悼
飴
文
集
）
（
二
○
二
）
四
一
五
頁
以
下
。

（
３
）
根
本
尚
徳
・
差
止
請
求
板
の
理
論
（
二
○
一
二
二
三
頁
。

（
４
）
淡
路
教
授
は
こ
の
点
を
、
「
日
本
法
の
法
体
系
、
法
理
誇
と
し
て
、
ま
た
、
判
例
上
、
伝
統
的
に
椛
利
椴
成
が
確
立
し
、
現
在
、
そ
れ
に
加
え

て
、
不
法
行
為
椎
成
の
可
否
が
問
わ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
両
者
を
承
鰯
す
る
こ
と
が
法
理
姶
と
し
て
排
斥
さ
れ
ず
、
実
際
上
の
要
講
が

あ
る
以
上
、
そ
れ
を
と
も
に
承
認
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
「
不
法
行
為
が
継
続
し
、
将
来
に
向
か
っ
て
差
止
め
を
命
じ
な
け
れ
ば
不

法
行
為
に
よ
る
被
侵
害
利
益
の
回
復
が
図
れ
な
い
こ
と
が
立
征
さ
れ
た
場
合
に
は
、
不
法
行
為
に
塞
づ
く
差
止
め
を
漣
め
る
べ
き
だ
」
と
い
わ
れ
る

（
淡
路
・
前
掲
注
（
２
）
四
三
八
頁
）
。

す
る
。 第

三
に
、
比
較
法
的
見
地
か
ら
、
ド
イ
ツ
法
に
見
ら
れ
る
公
法
私
法
一
体
化
論
を
わ
が
国
に
導
入
す
べ
き
か
、
導
入
す
べ
き
か
を
検
討

す
る
に
当
た
り
ど
の
よ
う
な
考
察
を
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
点
は
最
近
民
法
学
界
で
も
主
張
さ
れ
始
め
て
坐
《
嘘
、
ド
イ

ツ
法
と
日
本
法
と
の
関
係
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
か
は
一
個
の
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
問
題
は
、
い
わ
ゆ
る
公
私
協
働
論
と

も
一
定
の
連
関
性
を
も
っ
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
延
睡
、
そ
の
点
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

右
の
三
点
の
う
ち
、
第
一
点
に
つ
い
て
は
既
に
各
所
で
触
れ
た
の
で
、
本
稿
で
は
直
接
の
対
象
と
は
せ
ず
、
第
二
、
第
三
点
を
対
象
と

１
裁
判
例
の
状
況

近
時
、
予
防
的
科
学
訴
訟
、
平
穏
生
活
権
侵
害
訴
訟
が
増
加
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
認
容
さ
れ
た
も
の
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。

側
予
防
的
科
学
訴
訟
と
し
て
の
差
止
訴
訟
は
、
健
康
リ
ス
ク
に
対
す
る
も
の
が
多
く
提
起
さ
れ
て
い
る
。
①
携
帯
電
話
鉄
塔
嚴
磁

波
が
問
題
と
な
る
）
に
関
す
る
〔
１
〕
福
岡
高
判
平
成
一
二
・
九
・
一
四
判
夕
三
三
七
号
一
六
六
頁
（
携
帯
電
話
基
地
局
操
業
差
止
等
諸
求

控
箪
件
ｌ
控
訴
棄
遡
、
〔
２
〕
福
岡
高
判
平
成
三
・
九
・
画
判
夕
一
三
三
号
一
三
頁
霊
塔
婆
講
求
控
詠
事
件
ｌ
控
訴
棄

却
）
、
〔
３
〕
熊
本
地
判
平
成
一
九
・
六
三
音
良
Ｓ
閏
僅
§
霊
地
景
業
差
拳
請
蕃
件
Ｉ
棄
割
、
②
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ

サ
イ
ク
ル
施
設
（
発
生
す
る
化
学
物
質
が
問
題
と
な
る
）
に
関
す
る
〔
４
〕
大
阪
地
判
平
成
二
○
・
九
・
一
八
判
時
二
○
三
○
号
四
一
頁
農

け
る
民
法
ど
行
政
法
の
鯛
和
と
相
互
補
完
卿
～
③
」
一
法
二
巻
一
号
～
三
号
三
Ｏ
○
三
）
。

（
６
）
公
私
協
働
鯖
に
つ
い
て
、
吉
田
克
己
弓
景
観
利
益
』
の
法
的
保
謹
」
判
ダ
ニ
二
○
号
（
二
○
○
三
）
六
七
頁
以
下
、
同
綱
著
・
環
塊
秩
序

と
公
湛
協
働
（
二
○
二
）
、
吉
村
良
一
・
環
境
法
の
現
代
的
課
題
ｉ
公
私
協
鋤
の
視
点
か
ら
（
二
○
二
）
一
ｏ
六
頁
二
六
頁
な
ど
．

二
予
防
的
科
学
訴
訟
と
し
て
の
差
止
訴
訟

。
ｑ
口
。
■
■
凸
■
１
●
‐
■
Ｏ
Ｇ
与
り
合
も
Ｂ
ｆ
９
＆
■
■
■
■
凸
・
■
凸
ｑ
■
６
９
口

０
ｒ
■
口
伊
■
■
■
ｄ
ｏ
ロ
ロ
●
”
Ｑ
■
８
ｄ
Ｂ
■
■
且
■
Ｑ
・
‘
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２
原
発
の
差
止
訴
訟

予
防
的
科
学
訴
訟
の
中
で
も
原
発
の
差
止
訴
訟
に
つ
い
て
、
今
般
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
ど
の
よ
う
な
教
訓
を
得
る
べ

画
き
か
、
従
来
の
考
え
方
を
修
正
す
べ
き
か
は
、
今
日
極
め
て
重
い
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

稗
側
従
来
、
原
子
力
発
電
所
の
建
設
・
操
業
差
止
訴
訟
は
数
多
く
提
起
さ
れ
て
き
た
が
、
唯
一
民
事
差
止
を
認
め
た
例
は
、
志
賀
原
発

胆
差
止
訴
訟
第
一
審
判
決
（
〔
７
〕
）
で
あ
る
。
同
判
決
は
、
安
全
審
査
を
経
て
（
当
時
の
）
通
産
大
臣
に
よ
る
原
子
炉
の
設
置
蛮
異
許
可
が
な

く的
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
当
該
原
子
炉
施
設
の
安
全
設
計
の
妥
当
性
が
あ
る
と
即
断
す
べ
き
で
は
な
く
、
安
全
審
査
に
お
い
て
ど
こ
ま

課“
で
の
事
項
が
審
査
さ
れ
た
か
を
具
体
的
に
検
討
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
原
子
炉
に
お
け
る
事
故
の
危
険
性
に
つ
い

“
て
は
こ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
地
震
・
耐
鍵
設
計
の
不
備
に
つ
い
て
は
、
①
想
定
さ
れ
る
直
下
地
震
の
規
模
を
Ｍ
６
．
５
と
し
て
い
る

止潅
の
は
小
規
模
す
ぎ
る
と
い
う
疑
問
、
②
基
準
地
震
動
Ｓ
２
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
考
慮
し
た
地
震
の
選
定
が
相
当
で
な
く
、
過
小
で
あ
る

霊
こ
と
等
を
指
摘
し
、
本
件
原
子
炉
が
運
転
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
周
辺
住
民
が
許
容
限
度
を
超
え
る
放
射
線
を
被
曝
す
る
具
体
的
危
険
性

現

が
存
在
す
る
こ
と
を
推
認
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

の
侵
害
（
画
福
岡
喫
平
座
七
・
五
・
天
息
遥
昌
麗
巨
患
諌
早
湾
干
拓
毒
差
止
淵
求
抗
告
事
件
ｌ
仮
処
分
認
可
決
定
粥
）
、
〔
Ｈ

の
２
〕
最
決
平
成
一
七
・
九
・
三
○
訟
月
五
三
巻
三
号
七
七
三
頁
（
抗
告
泰
却
）
、
〔
望
福
岡
高
判
平
成
一
三
・
一
二
・
六
判
時
二
一
○
二
号
五
五
頁

（
一
部
豊
、
蔀
控
襲
遡
）
、
２
－
態
系
影
響
に
よ
る
農
業
へ
の
影
響
Ｉ
遺
伝
子
組
換
作
物
作
付
３
景
脅
翌
成
一
三
二

二
四
鬮
達
ｅ
爵
昌
留
姦
箪
組
覺
稲
の
作
付
け
禁
奪
、
遺
伝
子
農
え
イ
ネ
野
外
驚
驚
差
止
め
等
請
求
控
詠
櫛
ｌ
控
訴
棄
却
薪

購
求
に
係
る
部
分
を
却
下
）
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
健
康
リ
ス
ク
に
対
す
る
差
止
訴
訟
を
中
心
に
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
操
業
差
止
等
請
求
事
件
Ｉ
棄
却
）
、
〔
５
〕
大
阪
地
決
平
成
一
七
・
三
・
三
一
判
時
一
九
二
二
号
一
○
七
頁

（
工
場
操
業
禁
止
仮
処
分
命
令
申
立
事
件
ｌ
却
下
）
、
③
感
染
症
研
究
所
に
関
す
る
〔
６
〕
東
京
高
判
平
成
一
五
・
九
・
二
九
訟
月
五
一
巻
五

号
二
五
四
頁
（
各
実
験
等
差
止
請
求
控
訴
事
件
Ｉ
控
訴
棄
却
）
、
④
原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
〔
７
〕
金
沢
地
判
平
成
一
八
・
三
・
二
四

判
時
一
九
三
○
号
二
五
頁
（
志
賀
原
子
力
発
電
所
二
号
機
建
設
差
止
請
求
事
件
Ｉ
認
容
）
、
〔
７
の
２
〕
名
古
屋
高
金
沢
支
判
平
成
一
二
・

三
・
一
八
判
時
二
○
四
五
号
三
頁
（
同
控
訴
事
件
Ｉ
原
判
決
取
消
し
（
請
求
棄
却
）
）
、
〔
７
の
３
）
競
決
平
成
二
二
・
一
○
・
二
八
恩
遥

口
切
呂
念
穐
麗
（
同
上
告
事
件
ｌ
上
告
棄
却
）
な
ど
、
⑤
廃
棄
物
処
理
施
設
に
関
す
る
〔
８
〕
仙
台
地
判
平
成
四
・
二
・
二
八
判
時
一
四
二

九
号
一
○
九
頁
（
丸
森
町
廃
棄
物
処
分
場
決
定
’
一
部
潔
容
、
一
部
却
下
）
、
〔
９
〕
熊
本
地
決
平
成
七
・
一
○
三
二
判
時
一
五
六
九
号
一

○
一
頁
（
産
業
廃
棄
物
処
分
場
建
設
禁
止
等
仮
処
分
申
立
事
件
’
一
部
遡
容
、
一
部
却
下
）
、
〔
皿
〕
甲
府
地
決
平
成
一
○
・
二
・
二
五
判
時
一

六
三
七
号
九
四
頁
（
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
建
設
談
行
禁
止
仮
処
分
申
立
事
件
ｌ
認
容
）
、
〔
ｎ
〕
福
岡
地
田
川
支
決
平
成
一
○
皇
一
・
二

六
判
時
一
六
六
二
号
一
二
一
頁
（
産
業
廃
棄
物
安
定
型
最
終
処
分
場
の
建
設
、
使
用
及
び
操
業
禁
止
の
仮
処
分
申
立
事
件
’
一
部
秘
容
、
一
部
却

下
）
、
〔
胆
〕
甲
府
地
決
平
成
一
○
・
七
・
一
六
判
例
地
方
自
治
一
八
○
号
七
九
頁
（
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
建
設
続
行
禁
止
仮
処
分
申
立

事
件
Ｉ
悪
琶
、
〔
昭
〕
津
地
上
野
支
決
平
成
二
・
二
・
二
四
判
時
一
七
○
六
号
九
九
頁
（
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
施
股
操
業
禁
止
仮
処
分

命
令
申
立
事
件
ｌ
露
容
）
、
〔
避
〕
水
戸
地
珊
平
成
一
七
・
七
・
一
九
判
時
一
九
一
二
号
八
三
頁
（
全
隈
町
産
業
廃
棄
物
溌
終
処
分
場
建
設
差
止

仮
処
分
命
令
申
立
事
件
’
一
部
誕
寄
一
部
却
下
）
、
週
の
２
〕
東
京
高
判
平
成
一
九
・
二
二
九
月
駒
縄
Ｂ
思
鰹
忠
瑠
函
（
同
控
脈
事
件

Ｉ
控
訴
棄
却
（
請
求
誕
容
）
）
、
〔
巧
〕
鹿
児
島
地
判
平
成
一
八
・
二
・
三
判
時
一
九
四
五
号
七
五
頁
（
産
業
廃
棄
物
埋
立
処
分
場
建
股
工
事
差

止
硝
求
事
件
ｌ
認
容
）
、
〔
翌
千
葉
地
判
平
成
一
九
・
一
・
三
一
判
時
一
九
八
八
号
六
六
頁
（
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
股
・
操
業
差
止
等

購
求
鞭
件
’
一
部
認
容
、
一
部
棄
却
）
、
〔
妬
の
２
〕
東
京
高
判
平
成
二
一
・
七
・
一
六
判
時
二
○
六
三
号
一
○
頁
（
同
控
脈
事
件
Ｉ
原
判

決
一
部
取
消
（
謝
求
棄
却
）
）
、
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
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も
っ
と
も
本
判
決
は
、
控
訴
審
判
決
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
た
。
同
判
決
（
〔
７
の
２
〕
）
は
、
雪
時
の
）
通
産
大
臣
及
び
原
子
力
安
全
委
員

４

会
が
設
置
変
更
許
可
申
請
に
つ
い
て
行
っ
た
安
全
審
査
に
お
い
て
審
査
指
針
等
の
定
め
る
安
全
上
の
基
準
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
被
告
国
が
原
子
炉
に
安
全
性
に
欠
け
る
点
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
相
当
の
根
拠
を
示
し
、
か
つ
必
要
な
資
料
を

提
出
し
た
上
で
主
張
立
証
を
尽
く
し
た
こ
と
に
な
る
と
し
、
こ
れ
を
認
め
た
。
そ
し
て
、
被
告
国
が
右
の
主
張
立
証
を
尽
く
し
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
、
原
告
に
は
、
被
告
の
主
張
立
証
を
揺
る
が
す
反
齢
反
証
は
な
く
、
ま
た
、
原
告
ら
の
主
張
立
証
そ
の
他
本
件

全
証
拠
に
よ
っ
て
も
具
体
的
危
険
性
を
認
め
る
に
は
足
り
な
い
と
し
た
。
地
震
・
耐
震
設
計
の
不
術
を
理
由
と
す
る
原
子
炉
の
危
険
性
に

つ
い
て
は
、
新
耐
震
指
針
に
沿
っ
た
判
断
を
し
て
い
る
。

結
局
、
一
審
と
控
訴
審
と
で
は
、
国
の
耐
溪
指
針
に
沿
う
か
、
裁
判
所
自
ら
の
判
断
を
す
る
か
で
、
結
騰
が
分
か
れ
た
と
い
え
よ
、
１

③
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
つ
い
て
は
、
二
○
二
年
一
二
月
現
在
、
政
府
の
事
故
調
査
・
検
証
委
員
会
等
で
鯛
査
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
差
止
訴
訟
と
の
関
係
で
は
次
の
二
点
を
指
摘
で
き
よ
う
。

第
一
に
、
地
麓
に
よ
る
電
源
停
止
、
非
常
用
電
源
停
止
に
よ
る
原
発
事
故
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
九
○
年
代
に
一
部
で
議
論
さ
れ
、
近

時
国
会
等
で
も
審
議
さ
れ
て
い
た
が
、
裁
判
所
で
は
重
要
性
が
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
津
波
の
よ
う
に
公
法
上
の
基
準
が
明

確
で
な
い
場
合
や
、
地
灌
の
よ
う
に
公
法
上
の
基
準
が
十
分
で
な
い
場
合
に
、
国
民
の
生
命
身
体
を
守
る
た
め
に
、
裁
判
所
が
最
後
の
砦

で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
、
１

第
二
に
、
原
発
全
体
の
差
止
（
建
設
・
操
業
の
停
止
）
は
難
し
い
と
し
て
も
、
非
常
用
電
源
の
股
術
・
配
笹
、
水
位
計
等
の
改
善
や
（
全

逓
源
喪
失
の
場
合
等
の
）
緊
急
対
策
計
画
の
策
定
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
は
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
筐
・
同
国
。
冒
侭
の
議
論
で
は
な
く
、

差
止
に
は
改
善
措
置
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
方
が
裁
判
所
も
政
治
に
巻
き
込
ま
れ
ず
に
対
処
し
う
る
面
も
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
今
般
の
事
故
は
、
最
善
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
た
と
い
う
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
に
あ
っ
た
垣
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

３
一
般
の
差
止
訴
訟
と
の
関
係

側
一
般
の
差
止
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
判
例
は
、
道
路
訴
訟
に
つ
い
て
、
①
侵
害
行
為
の
態
様
と
侵
害
の
程
度
及
び
②
被
侵
害
利
益
の

性
質
と
内
容
と
、
③
侵
害
行
為
の
も
つ
公
共
性
の
内
容
と
程
度
と
を
比
較
衡
量
す
る
立
場
を
採
用
し
た
（
国
道
四
三
号
線
訴
訟
最
高
裁
判
決

霊
判
平
成
七
・
七
・
七
民
集
四
九
巻
七
号
一
八
七
○
頁
）
。
い
わ
ば
霊
総
性
の
あ
る
）
被
害
と
、
公
共
性
を
衡
通
す
る
立
場
で
あ
る
。

③
よ
り
一
般
的
に
公
害
・
生
活
妨
害
の
差
止
の
要
件
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
下
級
審
裁
判
例
は
種
々
の
要
素
を
総
合
的
に
判
断

し
て
き
た
が
、
筆
者
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
ま
た
ド
イ
ツ
民
法
九
○
六
条
を
参
照
し
つ
つ
、
公
害
等
の
秋
極
的
侵
害
と
日
照
妨
害
等
の
消

極
的
侵
害
の
双
方
の
要
件
に
つ
い
て
考
え
を
示
し
た
こ
と
が
あ
る
（
多
段
鮠
）
。
紙
幅
の
都
合
か
ら
、
穂
極
的
侵
害
葹
測
侵
害
）
の
場

合
に
限
っ
て
簡
単
に
述
べ
て
お
く
と
、
側
実
質
的
被
害
を
前
提
と
し
つ
つ
、
側
加
害
者
の
利
用
方
法
の
地
域
性
適
合
、
㈹
加
害
者
の
経
済

的
期
待
可
能
な
措
澄
実
施
、
㈹
環
境
影
響
評
価
や
住
民
へ
の
説
明
な
ど
の
手
続
履
践
、
側
法
規
違
反
の
な
い
こ
と
の
そ
れ
ぞ
れ
が
不
十
分

で
あ
っ
た
場
合
に
差
止
め
を
認
容
な
い
し
一
部
認
容
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
問
題
が
な
い
と
き
に
、
㈱
被
害
と
、
加
害
者
の
犠
牲
に
さ
れ

（
叩
）

る
利
益
と
社
会
的
経
済
的
損
失
を
加
え
た
も
の
を
規
範
的
に
比
較
衡
堂
す
る
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
一
般
の
差
止
の
議
論
は
、
公
害
も
生
活
妨
害
も
、
実
質
的
侵
害
の
発
生
に
つ
い
て
蕊
然
性
が
高
い
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て

き
た
。

（
、
）

⑧
し
か
し
、
予
防
酌
科
学
訴
訟
で
主
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
生
命
・
健
康
に
対
す
る
侵
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
が
、
菱
然
性

が
高
い
と
は
言
い
難
い
場
合
」
婁
故
型
と
公
害
型
を
含
む
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
予
防
的
科
学
訴
訟
』
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
種
の
差
止
請
求
は
一
殻
の
差
止
の
法
理
で
は
救
済
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
般
の
福
島
第
一
原
発
事
故
発
生
前
に
差
止

訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
を
考
え
た
と
き
に
、
一
定
限
度
で
も
救
済
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
、
救
済
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
か
な
る
要

｡
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４
予
防
的
科
学
訴
訟
に
お
け
る
下
級
審
裁
判
例
の
新
た
な
考
え
方

予
防
的
科
学
訴
訟
に
関
す
る
前
記
１
の
下
級
審
裁
判
例
の
多
く
は
、
二
つ
の
点
で
新
た
な
考
え
方
を
提
起
し
て
き
た
。

⑩
第
一
は
、
平
穏
生
活
椎
概
念
の
生
成
で
あ
る
。
．
す
な
わ
ち
、
い
く
つ
か
の
民
事
事
前
差
止
訴
訟
に
お
い
て
、
Ｉ
特
に
、
廃
棄
物

処
分
場
の
設
髄
・
操
業
を
め
ぐ
る
紛
争
に
お
い
て
、
飲
用
・
生
活
用
水
に
当
て
る
べ
き
適
切
な
質
盆
の
水
の
確
保
や
、
生
存
・
健
康
を
損

な
う
こ
と
の
な
い
水
の
確
保
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
Ｉ
人
格
権
の
一
種
と
し
て
平
穏
生
活
椛
と
い
う
概
念
を
根
拠
と
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
〔
８
〕
、
〔
９
〕
、
〔
、
〕
の
ほ
か
、
水
戸
地
麻
生
支
決
平
成
一
○
・
九
・
一
な
ど
〉
。
そ
こ
で
は
、
生
命
，
身
体
に
対

す
る
侵
害
の
危
険
が
、
一
般
通
常
人
を
基
準
と
し
て
、
不
安
感
・
恐
怖
感
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
平
穏
な
生
活
を
侵
害
し
て
い
る
と
評
価

さ
れ
る
場
合
に
は
、
人
格
権
の
一
つ
と
し
て
の
平
穏
生
活
権
の
侵
害
と
し
て
差
止
諸
求
施
が
生
ず
る
こ
と
が
判
示
さ
れ
て
い
る
。
平
穏
生

活
椎
の
概
念
は
、
因
果
関
係
の
帰
若
点
を
前
倒
し
に
す
る
機
能
を
果
た
す
で
あ
る
管
１
も
つ
と
も
、
簸
近
の
裁
判
例
の
中
に
は
、
こ
れ
を

（
狸
）

と
ら
な
い
こ
と
を
明
言
す
る
も
の
も
出
て
い
る
。

⑨
第
二
に
、
実
質
的
な
侵
害
発
生
の
蓋
然
性
（
因
果
関
係
）
に
つ
い
て
証
明
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
る
裁
判
例
が
少
な
く
な
い
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
に
は
主
に
二
つ
の
タ
イ
プ
の
裁
判
例
が
見
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
、
行
政
訴
訟
で
あ
る
伊
方
原
発
事
件
の
最
高
裁
判
決
（
最
判
平
成
四
・
一
○
・
二
九
民
集
四
六
巻
七
号
二
七
四
頁
）
を
民
事
訴

（
喝
）

訟
に
及
ぼ
す
立
場
（
伊
方
原
発
型
）
で
あ
る
。
本
判
決
に
つ
い
て
は
種
冷
の
解
釈
が
あ
る
が
、
調
査
官
に
お
い
て
は
、
証
明
責
任
は
原
告

に
あ
り
、
事
実
上
の
推
認
に
つ
い
て
判
示
し
た
こ
と
の
み
が
指
摘
さ
れ
て
峰
塞
一
方
、
証
明
責
任
が
転
換
さ
れ
た
こ
と
を
明
確
に
指
摘
す

（
婚
）

る
も
の
も
あ
る
。
本
判
決
の
影
響
を
受
け
た
民
事
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
ま
ず
被
告
側
に
お
い
て
安
全
性
に
欠
け
る
点
の
な
い
こ
と
に
っ

た
場
合
に
は
八
原
告
ら
に
お
い
て
、
そ
の
具
体
的
危
険
性
に
つ
い
て
主
張
立
証
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
荘
い
と
し
て
い
る
（
女
川
原
発
訴

訟
判
決
ｌ
仙
台
地
判
平
成
六
・
一
・
三
判
時
面
八
二
号
三
頁
、
長
良
川
河
口
堰
建
設
差
止
訴
訟
第
一
審
判
決
ｌ
岐
阜
地
判
平
成
六
七
、
二
。

判
時
一
五
○
八
号
二
九
夏
。
伊
方
原
発
訴
訟
最
高
裁
判
決
で
は
、
被
告
行
政
庁
の
判
断
に
「
不
合
理
な
点
の
な
い
こ
と
』
を
立
証
す
る
必

要
が
あ
る
と
す
る
の
に
対
し
、
民
事
訴
訟
に
つ
い
て
の
こ
れ
ら
の
裁
判
例
で
は
、
き
ず
被
告
側
に
お
い
て
「
安
全
性
に
欠
け
る
点
の
な
い

こ
と
」
に
つ
い
て
立
証
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
証
明
の
対
象
は
か
な
り
異
な
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
う
一
つ
は
、
⑤
原
告
の
相
当
程
度
の
可
能
性
証
明
型
霜
当
程
度
の
可
能
性
ア
プ
ロ
ー
チ
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
原
告
が
侵
害

発
生
の
具
体
的
可
能
性
に
つ
い
て
相
当
程
度
の
立
証
を
し
（
又
は
、
平
穏
生
活
権
侵
害
の
発
生
の
高
度
の
壷
然
性
に
つ
い
て
一
応
の
立
証
を
し
）
、

そ
の
上
で
被
告
が
侵
害
発
生
の
高
度
の
蓋
然
性
が
な
い
こ
と
等
を
証
明
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
〔
７
〕
、
〔
８
〕
の
ほ
か
、
長

良
川
河
口
堰
建
般
差
止
訴
訟
控
訴
審
判
決
ｌ
名
古
屋
高
判
平
成
一
○
・
三
・
一
七
判
時
ヱ
ハ
六
七
量
一
貢
〔
た
だ
し
、
災
害
時
の
危
険
に
つ
い
て
の

み
で
あ
る
こ
と
、
星
筌
性
に
対
す
る
合
理
的
な
疑
と
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
〕
）
。
⑤
の
裁
判
例
に
お
け
る
被
告
の
証
明
に
つ

い
て
は
、
㈹
侵
害
発
生
の
高
度
の
蓋
然
性
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
べ
き
で
あ
る
（
証
明
で
き
な
い
と
、
裁
判
所
と
し
て
は
、
侵
害
発
生
の
高
度

の
蓋
然
性
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
扱
う
の
が
相
当
と
す
る
も
の
（
〔
８
〕
な
ど
）
と
、
側
具
体
的
危
険
性
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
つ

い
て
、
具
体
的
根
拠
を
示
し
、
か
つ
、
必
要
な
資
料
を
提
出
し
て
反
証
を
す
べ
き
で
あ
る
冥
体
的
根
拠
を
一
示
し
、
か
つ
反
迩
を
尽
く
さ
な
い

と
、
具
体
的
危
険
の
存
在
を
推
麗
さ
れ
る
）
と
す
る
も
の
（
〔
７
〕
な
ど
）
に
分
か
れ
る
。

筆
者
は
、
原
告
に
本
来
の
証
明
責
任
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
民
事
訴
訟
で
は
＠
よ
り
も
⑤
の
方
が
適
合
的
で
あ
る
と

考
え
る
。
行
政
訴
訟
に
お
い
て
は
裁
判
所
が
行
政
庁
の
判
断
過
程
の
統
制
を
す
る
た
め
、
原
子
力
発
電
所
の
よ
う
に
非
常
に
複
雑
な
判
断

が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
行
政
庁
が
ま
ず
判
断
過
程
に
つ
い
て
示
す
必
要
が
あ
る
が
、
民
事
訴
訟
は
こ
の
よ
う
な
前
提
に
立
た
な
い
た
”

（
肥
）

め
、
同
様
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

件
の
下
に
、
い
か
な
る
効
果
を
付
与
さ
れ
る
差
止
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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０
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れ
ば
、
・
公
平
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
り
、
・
そ
の
不
安
が
単
な
る
危
倶
感
で
は
な
く
、
合
理
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
圧
倒
的
に
多
く
の
証
拠

（
鋤
）

を
有
し
て
い
る
被
告
が
、
不
合
理
な
リ
ス
ク
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
確
認
す
る
義
務
を
負
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、

借
地
借
家
法
、
消
饗
者
契
約
法
、
製
造
物
責
任
法
等
実
質
的
民
法
を
考
え
れ
ば
、
民
法
は
配
分
的
正
義
に
配
慮
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

（
副
）

こ
と
の
ほ
か
、
環
境
法
に
お
け
る
予
防
原
則
及
び
潜
在
的
原
因
者
負
担
の
考
え
方
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
平
穏
生
活
権
概
念
に
は
重
要
な
意
装
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
今
後
、
裁
判
例
で
受
け
入
れ
ら
れ
続
け
る
た
め
に
は
、

平
穏
生
活
権
を
再
構
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
試
論
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
狸
）

側
㈱
一
定
の
要
件
の
下
に
、
ま
ず
、
原
告
が
鑑
定
等
を
使
い
つ
つ
、
「
（
科
学
的
に
）
合
理
的
な
不
安
・
恐
怖
感
」
が
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
相
当
程
度
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
主
張
立
証
す
る
。
原
告
が
そ
れ
に
成
功
す
れ
ば
、
今
度
は
被
告
に
、
「
不
合
理
な
リ
ス
ク
（
目
‐

…
ｇ
幽
匡
。
蕊
三
許
驚
き
な
い
リ
ス
ク
）
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
証
明
義
務
が
発
生
す
る
。
こ
れ
は
被
告
の
行
為
に
違
法
篤
な
い

こ
と
に
つ
い
て
被
告
に
証
明
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
に
、
証
明
度
を
下
げ
る
の
は
、
生
命
・
健
康
侵
害
の
よ
う
な
重
大
な
リ
ス
ク
が
問
題
と
な
る
た
め
で
あ
り
、
医
漆
事
故
に
お

け
る
生
存
の
相
当
程
度
の
可
能
性
侵
害
の
考
え
方
（
溌
判
平
成
二
一
・
九
・
三
一
民
集
五
四
巻
七
号
二
五
七
四
ｇ
に
あ
る
程
度
類
似
し
て
ぃ

平
穏
生
活
椎
概
念
の
こ
の
よ
う
な
再
椛
成
は
、
一
方
で
、
具
体
的
危
険
の
要
求
ま
で
す
る
も
の
で
は
な
く
、
他
方
で
、
通
常
人
の
感
覚

を
基
準
と
す
る
不
安
・
恐
怖
感
で
足
り
る
と
す
る
考
え
方
（
従
来
の
平
穏
生
活
権
）
に
つ
い
て
は
、
客
観
的
要
素
を
加
味
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
点
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。
生
命
・
健
康
の
よ
う
な
重
大
な
リ
ス
ク
に
限
っ
て
、
不
安
を
保
護
法
益
に
取

（
劃
）

り
入
れ
つ
つ
、
他
方
で
保
護
法
益
に
一
定
の
客
観
性
を
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

「
合
理
的
な
不
｛
童
に
つ
い
て
は
、
科
学
的
不
確
実
性
の
中
で
（
数
は
少
な
い
が
）
調
査
さ
れ
た
結
果
を
考
慮
す
る
と
か
、
科
学
者
に
対

５
平
認
生
活
権
概
念
の
意
義
と
再
構
成

側
平
穏
生
活
椎
の
概
念
の
意
義
は
、
不
確
実
性
を
伴
う
リ
ス
ク
に
関
す
る
事
案
に
お
い
て
最
も
問
題
と
な
る
「
不
安
・
恐
怖
感
」
を
、

通
常
人
を
基
準
と
し
て
法
の
世
界
に
取
り
込
ん
だ
こ
と
に
あ
る
。

も
っ
と
も
、
平
穏
生
活
椎
概
念
を
使
わ
な
い
と
明
言
す
る
裁
判
例
が
出
て
い
る
理
由
と
し
て
は
、
不
安
と
い
う
主
観
的
利
益
を
基
礎
と

し
て
差
止
を
認
め
て
い
い
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
控
墾
。
ま
た
、
平
秘
生
活
権
概
念
の
採
用
は
通
常
の
人
格
権
よ
り
も
手
前
の
、

不
安
感
と
い
う
段
階
で
差
止
を
秘
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
や
す
い
が
、
こ
れ
が
相
当
異
例
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
》
２

③
第
一
点
の
平
穏
生
活
権
は
、
周
辺
住
民
の
不
安
・
恐
怖
感
に
着
目
し
、
通
常
の
人
格
権
よ
り
も
因
果
関
係
の
帰
着
点
を
前
倒
し
に

す
る
新
た
な
椛
利
概
念
を
創
造
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
点
は
、
⑤
を
採
用
す
る
場
合
に
は
因
果
関
係
の
証
明
に
お
け
る
証
明
度
の
軽
減

を
図
る
こ
と
に
な
る
。

る
と
い
え
よ
う
。

し
た
い
。

な
お
、
ほ
か
に
、
＠
因
果
関
係
分
誕
麹
も
有
力
で
あ
り
、
ま
た
、
被
告
の
支
配
領
域
か
ら
の
汚
染
の
広
が
り
を
証
明
責
任
と
関
連
さ
せ

る
点
が
注
目
さ
れ
る
が
、
水
質
汚
濁
や
土
壌
汚
染
の
よ
う
に
通
常
の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
じ
わ
じ
わ
と
汚
染
が
広
が
る
た
め
、
被
告
の
支

（
魁
）

配
領
域
と
そ
う
で
な
い
領
域
が
明
確
に
分
か
れ
る
場
合
に
は
＠
を
用
い
や
す
い
も
の
の
、
原
発
や
感
染
症
研
究
所
の
よ
う
に
事
故
に
よ
り

様
々
な
環
境
媒
体
を
通
じ
て
直
ち
に
汚
染
が
伝
播
す
る
場
合
に
は
Ｉ
例
え
ば
、
被
告
の
支
配
領
域
で
の
炉
心
溶
融
事
故
が
あ
れ
ば
直
ち

に
原
告
の
と
こ
ろ
に
放
射
性
物
質
が
届
く
可
能
性
が
高
く
、
支
配
領
域
で
の
事
故
そ
の
も
の
が
問
題
で
あ
り
Ｉ
支
配
領
域
の
内
外
で
の

証
明
責
任
の
分
配
を
一
部
変
え
る
と
い
う
議
論
は
成
り
立
ち
に
く
い
。
大
気
汚
染
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
＠

は
有
力
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
よ
り
一
般
化
可
能
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
⑤
相
当
程
度
の
可
能
性
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
こ
と
に

I
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４
◆
◆
を
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す
る
鑑
定
に
よ
っ
て
（
被
害
の
董
然
性
で
は
な
く
）
不
安
が
合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
レ
ベ
ル
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
今
般
の
福
島
原
発
事
故
に
つ
い
て
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
が
出
し
た
、
原
子
力
損
害
の
範
囲
の
判
定

等
に
関
す
る
「
中
間
指
針
追
補
」
（
二
○
二
年
二
一
月
六
日
）
で
は
、
避
雌
指
示
等
の
対
象
区
域
の
周
辺
地
域
の
滞
在
者
へ
の
賠
償
も
認

め
ら
れ
た
が
、
賠
償
を
受
け
る
者
の
範
囲
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
放
射
線
量
、
福
島
第
一
原
発
か
ら
の
距
離
等
が
勘
案
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
が
「
合
理
的
な
不
安
」
を
決
定
す
る
要
素
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
錐
者
個
人
は
、
事
故
前
か
ら
放
射
綴
管
理
区
域
（
馳
業
暴

露
の
区
域
。
立
入
者
の
被
曝
量
測
定
義
務
、
健
康
診
断
・
記
録
義
務
な
ど
が
あ
る
）
の
基
準
と
さ
れ
て
い
た
放
射
性
物
質
線
量
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
／
年
が
重
要
な
基
準
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
二
○
○
四
年
の
エ
ク
サ
ン
プ
ロ
バ
ン
ス
控
脈
審
礼
潅
は
、
携
帯
電

話
の
中
継
ア
ン
テ
ナ
が
市
の
小
学
校
か
ら
三
六
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
建
て
ら
れ
た
の
に
対
し
、
市
が
そ
の
移
動
を
講
求
し
た
の
を
認
容

し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
中
継
ア
ン
テ
ナ
が
科
学
者
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
勧
告
で
示
さ
れ
た
一
○
○
メ
ー
ト
ル
と
い
う
距
離
以
内
に
股

置
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
小
学
生
の
親
た
ち
の
不
安
・
恐
怖
感
が
考
慮
さ
れ
て
お
り
、
一
○
○
メ
ー
ト
ル
と
い
う
距
離
を
基
準
と
す
る
こ

と
に
よ
り
、
（
電
磁
波
に
対
し
て
感
受
性
の
高
い
）
子
供
に
つ
い
で
の
合
理
的
不
安
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
効
果
と
し
て
は
、
「
不
合
理
な
リ
ス
ク
」
が
な
い
こ
と
を
被
告
が
証
明
す
る
ま
で
は
施
設
の
稼
働
を
差
し

止
め
る
こ
と
（
一
時
差
止
）
が
適
当
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
執
行
官
が
「
不
合
理
な
リ
ス
ク
」
が
な
い
こ
と
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
の

で
、
具
体
的
に
は
、
一
定
の
期
間
に
限
定
し
た
差
止
が
考
え
ら
れ
る
。

㈲
被
害
発
生
の
蓋
然
性
（
因
果
関
係
）
に
関
す
る
証
明
を
緩
和
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
①
科
学
的
不
確

実
性
と
②
起
こ
っ
た
と
き
の
損
害
の
深
刻
さ
が
必
要
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
③
証
拠
の
愈
譽
へ
の
）
偏
在
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

（
妬
）

要
件
が
備
わ
れ
ば
、
原
告
は
平
穏
生
活
権
侵
害
に
つ
い
て
相
当
程
度
の
可
能
性
の
証
明
を
す
れ
ば
足
り
、
原
告
が
そ
れ
に
成
功
す
れ
ば
、

被
告
に
「
不
合
理
な
リ
ス
ク
』
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
証
明
義
務
が
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑳
で
ば
、
「
不
合
理
な
リ
ス
ク
」
か
否
か
は
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ク
と
は
童
．
に
可
能
性
を
問
題
と
す
る
の
で
な
く
、
「
損
害
×
可
能
性
」
と
し
て
捉
え
る
べ
き
ｒ
《
煙
、
発
生

（
認
）

し
た
と
き
の
「
損
害
」
を
考
慮
し
つ
つ
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

リ
ス
ク
は
、
原
発
に
つ
い
て
は
種
々
の
シ
ナ
リ
オ
を
想
定
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
一
○
○
○
年
に
一
回
の
大
地
震
に

つ
い
て
も
原
発
の
寿
命
で
あ
る
四
○
年
～
六
○
年
〈
こ
こ
で
は
仮
に
四
○
年
と
す
る
）
を
基
礎
と
し
て
考
え
れ
ば
、
そ
れ
に
対
す
る
対
策
が

不
十
分
の
場
合
に
は
、
リ
ス
ク
と
し
て
は
潭
ミ
ぢ
ｇ
ｘ
健
康
・
財
産
に
対
す
る
大
規
模
な
損
害
〕
が
問
題
と
な
り
＄
こ
れ
は
相
当
の
額

（
湖
）

に
上
る
。
種
々
の
リ
ス
ク
評
価
の
結
果
、
リ
ス
ク
〔
Ⅱ
損
害
×
可
能
性
〕
が
過
大
で
な
い
こ
と
を
被
告
は
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
リ

ス
ク
が
過
大
か
否
か
は
、
当
該
地
点
で
代
替
行
為
を
す
る
こ
と
と
の
リ
ス
ク
・
リ
ス
ク
比
較
、
原
告
ら
住
民
が
当
該
リ
ス
ク
を
テ
ー
ク
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
任
意
性
、
被
告
の
当
該
リ
ス
ク
負
担
可
能
性
等
を
考
慮
し
て
決
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
行
為
の
有
用
性
と
の
比

較
衡
量
を
要
素
と
す
る
見
解
も
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
平
穏
生
活
権
が
人
の
生
命
・
健
康
に
関
連
す
る
椛
利
で
あ
る
た
め
、
こ
の
点
は

考
慮
し
な
い
立
場
を
採
用
し
て
お
く
。

③
前
記
の
よ
う
に
、
原
発
の
場
合
、
設
備
の
配
置
換
え
、
水
位
計
の
改
善
、
緊
急
対
応
計
画
の
策
定
等
を
行
わ
せ
て
お
く
こ
と
も
重

要
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
原
告
が
こ
れ
ら
の
講
求
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
ほ
か
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
も
、
被
告
に
、

「
不
合
理
な
リ
ス
ク
」
が
な
い
こ
と
の
証
明
義
務
が
課
さ
れ
る
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
被
告
が
そ
の
証
明
の
た
め
に
配
置
換
え
、
計
画
の

策
定
等
を
実
施
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

７
予
防
的
科
学
訴
訟
に
お
け
る
公
法
基
準
遵
守
の
意
味

予
防
的
科
学
訴
訟
の
議
詮
の
末
尾
に
お
い
て
、
「
不
合
理
な
リ
ス
ク
が
な
い
こ
と
」
は
法
令
（
公
法
上
の
基
準
）
を
遵
守
し
て
い
れ
ば
達

１
口
の
９
９
４
日
■
。
１
匹
ｑ
由
０
。
甲
卓
ｂ
Ｃ
■
●
ｒ
９
◆
ｂ
０
６
Ｇ
ａ
８
０
ｇ
申
ｅ
８
ｂ
ｑ
０
凸
Ｕ
ｄ
０
ｄ
ａ
■
＆
Ｂ
Ｂ
Ｂ
■
す
０
■
■
ｂ
９
０
ｑ
Ｂ
０
ｇ
■
ｇ
■
ヨ
ー
ョ
ｑ
“
■
■
・
■
△
ｐ
ｐ
ｂ
４
■
■
甲
●
■
９
．
８
。
■
■
Ｄ
ｐ
０
も
色
Ｌ
｝
。
■
申
。
Ｊ

◆

●
①

自
巳
も
６
▲
０
９
■
Ｂ
６
Ⅱ
６

９
９
。
△
０
０
９
６

Ⅱ
。
。
｝
■
■
も
■
巳
や
■
ｑ
Ｏ
も
■
＄

■
Ｆ
■
１
一
己
●
■
■
■
■
ａ
ｐ
●
■
■
・
叩
一
■
の
０
６
ｑ
辱

い
鈩
叩
帖
銀
。
二
。
門
口
略
。
０
０
．
叱
叱
狽
貼
ｒ
０
ｚ
。
ｌ
抑
ｆ
ｒ
ｏ
ｇ
』
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予
防
的
科
学
訴
訟
の
通
常
の
差
止
訴
訟
と
の
相
違
点
は
、
実
質
的
な
侵
害
発
生
の
高
度
の
蓋
然
性
が
必
ず
し
も
な
い
こ
と
の
み
で
あ
り
、

公
法
基
準
に
よ
る
評
価
を
含
め
た
違
法
性
判
断
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
差
止
訴
訟
の
法
理
に
お
け
る
の
と
変
化
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ

ア
。
。

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

成
さ
れ
る
と
い
え
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
点
、
浜
岡
原
発
運
転
差
止
訴
訟
判
決
（
静
岡
地
判
平
成
一
九
・

一
○
・
二
六
冒
遥
ｓ
画
競
合
９
ｓ
）
は
、
被
告
は
、
ま
ず
原
子
炉
等
規
制
法
及
び
関
連
法
令
の
規
制
に
従
っ
て
本
件
原
子
炉
施
設
の
設
置
、

運
転
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
主
張
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
（
そ
れ
を
果
た
さ
な
い
と
き
に
は
、
原
告
の
人
格
権
侵
害
の
具
体
的
危
険
性
の

存
在
を
推
認
す
る
）
と
し
、
被
告
が
上
記
立
証
を
し
た
と
き
は
、
原
告
は
、
国
の
諸
規
制
で
は
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
な
い

（
鋤
）

こ
と
を
具
体
的
な
根
拠
を
示
し
て
主
張
立
証
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
既
に
以
前
の
論
稿
で
指
摘
し
た
近
年
の
活
断
層
の
新
た

な
発
見
や
耐
震
構
造
に
つ
い
て
の
規
制
の
見
直
し
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
そ
の
後
生
じ
た
福
島
第
一
原
発
事
故
に
つ
い
て
酎
津
波

柵
造
の
規
制
の
不
十
分
さ
が
問
題
と
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
、
行
政
の
許
可
の
当
時
の
法
令
を
遵
守
し
て
い
た
だ
け
で
被
告
の
立
証
が

尽
く
さ
れ
る
と
判
断
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
浜
岡
原
発
訴
訟
判
決
の
よ
う
な
被
告
の
立
証
で
は
、
「
不
合

理
な
リ
ス
ク
が
な
い
」
と
は
判
断
で
き
ず
、
ま
た
、
私
法
上
の
適
法
性
の
推
定
を
認
め
る
と
し
て
も
、
せ
い
ぜ
い
反
証
が
あ
れ
ば
覆
る
程

度
の
事
実
上
の
推
定
に
留
ま
る
で
あ
る
芦
兎
ま
た
、
「
公
法
上
の
基
準
」
も
様
々
な
利
害
を
反
映
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
こ
れ
が
必
ず

し
も
十
分
な
も
の
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
裁
判
所
は
公
法
上
の
基
準
を
参
考
に
し
つ
つ
も
自
ら
判
断
す
る
こ
と
に
社
会
的
意
義
が

へへ

は且Z
、

る
の
で
あ
る
。

（
９
）
大
塩
・
前
掲
注
（
１
）
法
協
一
○
七
巻
四
号
五
四
二
頁
以
下
。

（
ｕ
こ
れ
ら
の
要
素
の
用
い
方
は
、
権
利
侵
害
の
錫
合
と
そ
れ
に
至
ら
な
い
利
益
侵
害
の
場
合
と
で
扱
い
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
大

塚
・
前
掲
注
（
１
）
法
協
一
○
七
巻
四
号
六
○
九
頁
・
六
一
○
頁
。

（
、
）
別
に
、
財
産
的
利
益
に
対
す
る
差
止
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
因
参
照
）
。

（
廻
）
千
莱
地
判
平
成
一
九
・
一
・
三
一
判
時
一
九
八
八
号
六
六
頁
○
・

面
）
鞭
案
解
明
義
務
を
扱
っ
た
も
の
と
す
る
見
解
と
し
て
、
竹
下
守
夫
「
伊
方
原
発
訴
訟
最
商
裁
判
決
と
事
案
解
明
義
務
」
民
事
裁
判
の
充
実
と
促

進
采
川
統
一
郎
博
士
古
稀
祝
奨
）
（
一
九
九
ｇ
一
頁
、
春
日
偉
一
郎
「
要
件
事
実
の
証
明
責
任
と
事
案
解
明
」
法
セ
ニ
○
○
八
年
二
月
号
二

八
頁
。
第
二
次
主
張
立
証
黄
任
を
扱
っ
た
も
の
と
す
る
見
解
と
し
て
、
木
川
統
一
郎
「
第
二
次
主
張
・
立
証
黄
任
に
つ
い
て
」
判
夕
一
二
七
○
号

（
二
○
○
八
）
五
頁
。
も
っ
と
も
“
事
案
解
明
義
務
に
つ
い
て
は
、
労
働
事
件
‐
借
地
借
家
事
件
等
に
お
い
て
も
わ
が
国
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
が
指
摘
き
れ
て
い
る
。

２
）
商
橋
利
文
・
最
判
解
民
事
繍
平
成
四
年
度
四
三
ハ
頁
。
資
料
を
全
て
被
告
行
政
庁
側
が
保
持
し
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
、
下
級
審
裁
判
例
で
は
、

専
門
技
術
的
裁
没
の
判
断
は
政
治
的
、
政
策
的
裁
避
と
比
較
し
て
、
裁
焚
の
幅
が
狭
い
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
特
に
指
摘
し
て
い
る
。

念
）
司
法
研
修
所
編
・
行
政
事
件
訴
訟
の
一
般
的
問
題
に
関
す
る
実
務
的
研
究
〈
改
訂
版
〉
（
二
○
○
○
）
一
八
一
頁
。

（
遡
交
告
尚
史
「
伊
方
の
定
式
の
射
程
」
変
動
す
る
日
本
社
会
と
法
（
加
藤
一
郎
先
生
追
悼
詰
文
菜
〉
（
二
○
二
）
二
六
五
頁
参
照
。

命
）
届
〕
は
、
産
業
廃
棄
物
の
管
理
型
処
分
粉
の
建
設
・
操
業
に
対
す
る
差
止
め
の
因
果
関
係
に
関
す
る
立
証
責
任
の
分
配
に
つ
い
て
＠
に
基
づ

く
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
差
止
め
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
①
有
害
物
質
が
本
件
処
分
場
に
搬
入
さ
れ
、
②
搬
入
さ
れ
た
有
害

物
質
が
本
件
処
分
場
外
に
流
出
し
、
③
流
出
し
た
有
害
物
質
が
原
告
ら
の
も
と
に
到
達
し
、
④
原
告
ら
の
利
益
が
侵
害
き
れ
る
と
の
各
事
実
が
存
す

る
こ
と
が
前
提
と
な
る
」
が
、
「
証
明
の
公
平
な
分
担
の
見
地
か
ら
、
上
記
②
の
事
実
に
つ
い
て
は
事
業
者
で
あ
る
按
告
が
立
証
責
任
を
魚
２
す

な
わ
ち
、
擬
入
さ
れ
た
有
害
物
質
が
本
件
処
分
場
外
に
流
出
し
な
い
こ
と
を
立
証
す
べ
き
で
あ
る
。
他
方
、
上
記
①
③
及
び
＠
の
事
実
に
つ
い
て
は

…
；
立
証
責
任
の
一
般
原
則
に
よ
り
差
止
め
を
求
め
る
原
告
ら
が
、
有
害
物
質
が
本
件
処
分
場
に
搬
入
さ
れ
る
こ
と
、
本
件
処
分
場
か
ら
流
出
し
た

有
害
物
賀
が
原
告
ら
の
も
と
に
到
達
し
、
原
告
ら
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
を
立
証
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
購
求
を
誕
容
し
た
（
も
っ
と
も
、

大
塚
直
「
予
防
的
科
学
脈
餓
と
要
件
事
実
」
伊
藤
滋
夫
編
・
環
境
法
の
要
件
事
実
（
二
○
○
九
〉
一
三
九
頁
以
下
。

原
発
を
含
め
た
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
行
政
脈
訟
と
し
て
の
貯
可
の
収
消
鮮
詮
で
対
処
で
き
な
い
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

そ
も
諾
も
わ
が
国
で
は
リ
ス
ク
が
貯
可
制
に
服
し
て
い
な
い
施
股
か
ら
発
せ
ら
れ
る
泌
合
が
少
な
く
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
重

1

552553

｝
守
口
９
０
■
口
中
．

●
■
、
．
９
８
－
９
ｑ
Ｏ
●
。
■



！I
琉境民事差止訴訟の現代的課題（大坂直）

（
鯛
）
政
府
の
事
故
調
杢
・
検
証
委
員
会
の
報
告
香
（
二
○
二
年
一
二
月
二
六
日
公
表
）
も
、
確
率
的
に
発
生
頻
度
が
低
い
と
評
価
さ
れ
て
も
、
発

生
し
た
場
合
に
被
害
規
模
が
極
め
て
大
き
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
も
の
は
、
リ
ス
ク
潔
識
を
新
た
に
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
鋤
）
大
塚
・
前
掲
注
（
７
）
一
五
一
頁
。

（
鴎
）
坐

す
る
。

（
羽
）
》

活
椎
擬
念
に
つ
い
て
客
観
的
要
素
を
加
味
し
た
こ
と
、
被
告
も
一
般
的
な
「
安
全
性
の
欠
如
」
で
は
な
く
「
不
合
理
な
リ
ス
ク
が
な
い
こ
と
」
を
主

張
立
証
す
れ
ば
足
り
る
こ
と
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
を
失
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

（
”
）
リ
ス
ク
と
は
、
〔
損
失
〕
×
〔
そ
の
損
失
の
発
生
す
る
確
率
〕
で
表
わ
さ
れ
る
（
日
本
リ
ス
ク
研
究
学
会
編
・
リ
ス
ク
学
辞
典
（
二
○
○
○
）
一

六
頁
〔
末
石
富
太
郎
〕
。
従
来
、
リ
ス
ク
論
で
は
、
等
リ
ス
ク
原
則
や
リ
ス
ク
便
益
分
析
な
ど
が
麓
じ
ら
れ
て
き
た
（
古
典
的
な
餓
文
と
し
て
、

○
詞
○
ｍ
ｍ
画
ｚ
ご
局
〔
電
富
国
室
自
韓
貯
冒
ご
ロ
○
画
ロ
○
号
冨
画
再
シ
ｚ
ご
弓
嗣
肩
醇
捧
弓
率
臼
の
汽
惠
間
の
ご
Ｆ
委
員
○
三
シ
三
口
ご
ｇ
国
富
○
○
冨
勺
両
亭

ｍ
ア
員
。
里
９
９
）
．
わ
が
国
の
も
の
と
し
て
、
畠
山
武
道
了
ス
ク
管
理
の
法
的
シ
ス
テ
ム
」
人
体
に
影
瀞
す
る
蒙
境
リ
ス
ク
の
社
会
的
評
価

（
「
人
間
環
境
系
」
研
究
報
告
集
）
（
一
九
九
○
年
）
五
六
頁
、
高
橋
滋
「
環
境
リ
ス
ク
と
規
制
」
森
島
昭
夫
Ⅱ
大
塚
直
Ⅱ
北
村
喜
宣
絹
・
潔
境
問
題

の
行
方
（
ジ
ュ
リ
増
刊
）
（
一
九
九
九
）
一
八
一
頁
、
前
掲
・
リ
ス
ク
学
辞
典
一
九
八
頁
〔
岡
敏
弘
〕
＄
中
西
準
子
・
環
境
リ
ス
ク
論
（
一
九
九
五
）

二
六
頁
以
下
。
中
西
・
同
誉
一
三
三
頁
は
、
リ
ス
ク
便
益
分
析
を
重
視
し
、
一
人
の
癌
に
よ
る
死
亡
を
防
ぐ
た
め
に
数
億
円
と
い
う
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
打
ち
出
し
て
い
る
）
。
昨
容
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
聞
値
の
あ
る
化
学
物
焚
（
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｅ
Ｌ
に
安
全
係
数
を
か
け
た
も
の
を
基
準
と
す
る
）
と
、

間
値
の
な
い
化
学
物
痩
（
が
か
ら
”
が
世
界
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
）
に
分
け
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
差
止
解
訟
に
お
い
て
は
、
〔
発
生
す
る
確

率
〕
な
い
し
〔
可
能
性
〕
の
点
の
み
で
な
く
、
〔
損
失
〕
の
大
き
さ
も
考
感
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

鬼
）
生
命
健
康
が
関
わ
る
た
め
、
犠
牲
に
さ
れ
る
利
益
と
の
衡
牡
は
し
な
い
。
リ
ス
ク
と
し
て
受
忍
で
き
る
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
判
断

そ
の
後
、
控
訴
霧
で
あ
る
〔
蝿
の
２
〕
は
、
一
審
判
決
後
の
被
告
の
経
済
選
鉱
の
変
化
等
か
ら
、
一
審
判
決
の
証
明
責
任
の
分
配
は
維
持
し
つ
つ
、

②
の
蕊
然
性
は
存
し
な
い
も
の
と
し
て
棄
却
）
。
他
方
、
ｎ
〕
は
、
産
業
廃
棄
物
の
安
定
型
処
分
場
に
つ
い
て
、
⑤
と
＠
を
混
合
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ

を
採
用
し
て
い
る
（
こ
れ
に
対
し
、
控
訴
審
で
あ
る
〔
必
の
２
〕
は
本
文
の
⑥
を
採
用
し
て
い
る
）
。
管
理
型
処
分
場
で
は
進
水
シ
ー
ト
が
あ
る
か

ら
②
数
入
さ
れ
た
有
審
物
質
の
流
出
の
な
い
こ
と
を
被
告
が
証
明
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
た
め
、
〔
翌
の
よ
う
に
②
を
被
告
の
抗
弁
と
す

る
講
成
を
と
る
理
由
が
あ
る
の
に
対
し
、
安
定
型
処
分
場
に
つ
い
て
は
進
水
シ
ー
ト
が
な
い
か
ら
〔
鰹
〕
に
つ
い
て
〔
望
と
同
様
の
総
成
を
と
る

こ
と
は
難
し
か
っ
た
で
あ
る
誇
乳
〔
基
で
は
、
漏
出
に
つ
い
て
も
『
合
理
的
に
疑
わ
れ
る
こ
と
を
」
原
告
が
証
明
す
る
も
の
と
し
て
い
る
（
も
っ

と
も
、
同
判
決
は
有
害
物
侭
の
埋
立
に
つ
い
て
合
理
的
に
疑
わ
れ
れ
ば
、
漏
出
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ
や
す
い
も
の
と
認
定
し
て
い
る
）
。

（
通
）
廃
棄
物
処
分
場
差
止
脈
訟
に
お
い
て
は
、
③
は
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
四
）
大
塚
直
「
環
境
鮮
訟
に
お
け
る
保
護
法
益
の
主
観
性
と
公
共
性
・
序
鋭
」
法
時
八
二
巻
二
号
（
二
○
一
○
）
二
八
頁
。
な
お
、
例
え
ば
景

観
は
か
っ
て
主
観
的
利
益
で
あ
る
と
し
て
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
で
は
な
い
と
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
国
立
最
観
蘇
訟
般
高
裁
判
決
（
泄
判

平
成
一
八
・
三
・
三
○
民
錐
六
○
巻
三
号
九
四
八
頁
）
が
「
良
好
な
最
観
」
の
「
客
観
的
価
値
」
を
漣
め
て
こ
れ
を
享
受
す
る
利
益
を
法
律
上
保
謹

さ
れ
る
利
益
と
魂
め
た
の
で
あ
り
、
利
益
の
客
観
的
価
値
に
は
相
当
の
意
味
が
あ
る
（
も
っ
と
も
、
景
観
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
場
合
に
。
「
客
観
的

価
値
」
、
す
な
わ
ち
、
第
三
者
か
ら
み
た
価
値
が
あ
る
と
い
え
る
か
、
そ
の
塞
準
は
何
か
、
は
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
』
恥
異
論
な
く
認
め
ら
れ
る

場
合
も
あ
ろ
う
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
〉
。
．

（
釦
）
淡
路
剛
久
「
廃
楽
物
処
分
粉
を
め
ぐ
る
裁
判
の
動
向
」
薮
境
と
公
害
三
一
巻
二
号
（
二
○
○
一
）
九
頁
。

（
鯉
）
大
塚
・
前
掲
注
（
７
）
一
五
○
頁
。

（
聖
こ
こ
で
い
う
「
合
理
的
な
不
安
」
は
救
済
の
対
象
と
な
る
の
に
対
し
、
「
不
合
理
な
不
安
」
は
救
済
の
対
象
と
な
ら
な
い
。

（
羽
）
リ
ス
ク
評
価
の
結
果
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
リ
ス
ク
〔
Ⅱ
損
害
×
可
能
性
〕
が
過
大
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
「
安
全
性
に
欠
け
る
点
の

な
い
こ
と
」
の
主
張
立
証
を
要
求
す
る
下
趣
審
裁
判
例
も
あ
る
が
、
お
よ
そ
安
全
性
に
欠
け
る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難

で
あ
り
、
む
し
ろ
、
不
合
理
な
リ
ス
ク
か
ど
う
か
を
証
明
す
れ
ば
足
り
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
馨
不
安
を
重
視
す
る
の
は
、
不
確
実
性
に
配
慮
し
た
結
果
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
不
安
に
つ
い
て
、
水
俣
病
待
た
せ
賃
訴
訟
簸
高
裁
判
決
（
驫
判

平
成
三
・
四
・
二
六
民
集
四
五
巻
四
号
六
五
三
頁
）
は
内
心
の
焦
燥
感
に
基
づ
く
損
害
賠
俄
を
認
め
て
い
る
。
横
田
基
地
藪
音
第
五
次
～
第
七
次
脈

訟
第
一
審
判
決
（
東
京
地
八
王
子
支
判
平
成
一
匹
・
五
・
三
○
判
時
一
七
九
○
号
四
七
頁
）
、
同
第
四
次
・
第
八
次
訴
訟
第
一
審
判
決
（
東
京
地
八
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